
資料１ 第５学年 題材「食べて 元気に」指導計画（全１２時間） 

学習過程 学習活動 評価項目 
生活の 
課題発見 

【第１時】 
・日常の食事を見直し、事前にインタビューしておいた家族の思い
を基に、家族との日常の食事における自分の思い（自分ができる
ようになりたいこと）とその理由を考える。 

・全員で学習課題を設定する。 
 
 

・日常の食事から課題を
設定し、食生活への関
心を高めている。 
（関・意・態） 

解決方法の
検討と学習
計画 

【第２時】 
・食生活の問題点から、調理することのよさを理解する。 
・「ホップ課題」「ステップ課題」「ジャンプ課題」を位置 
付けた学習計画を知り、学習の見通しをもつ。 

・調理の学習への意欲を
高めている。 

（関・意・態） 
 

実践活動の
計画 

【第３時】 
・五大栄養素の種類と体内での主な働きを知る。 
・日常の食事で使われる食品を主な栄養素と３つ 
の食品グループに分類する。 

・栄養のバランスのよい献立を考える。栄養士とのTT 

・五大栄養素の種類と体
内での主な働きを理
解している。 
（知・理） 

【第４時】 
・米とご飯、大豆とみその実物を比較する。 
・ご飯とみそ汁の調理の仕方の根拠を考え、話し合う。 

「ホップ課題」（計画） 
おいしいご飯とみそ汁のつくり方をさぐろう 

・米とみその特徴を生か
した調理の仕方につ
いて理解している。
（知・理） 

課題解決 
に向けた 
実践活動 

【第５・６時】 
・米飯の調理と観察を行う。 

 
「ホップ課題」（実践：グループで調理） 

おいしいご飯をたいてみよう 
 

・炊飯に関する一連の操
作や変化について理
解している。 
（知・理） 

・炊飯することができ
る。（技） 

【第７時】 
・みそ汁を調理する。 
・自己評価や友達との相互評価を行う。 

「ホップ課題」（実践：ペアで調理） 
おいしいみそ汁をつくってみよう 

・だしのとり方、実の切
り方や入れ方、みその
香りを損なわない扱
い方などを理解して
いる。（知・理） 

実践活動 
の評価 
・改善 
・計画 

【第８時】 
・「ホップ課題」の調理実習を振り返って、調理を工夫する視点につ
いて理解する。 

・設定された家族の一員として、家族が喜ぶみそ汁の調理の仕方を
考える。 
調理を工夫する視点：栄養のバランス、分量、だしのとり方、材

料の切り方、材料を入れる順番、味の付け
方、盛り付け方、火加減、時間配分、食べ
る人の好み等 

・食べる人のことを考え
た調理の仕方を理解
している。 
（知・理）  

目

標 

日常の食事に関心をもち、食事の大切さや五大栄養素の種類と働きを理解し、日本の伝統的な日常食である

米飯及びみそ汁の調理の仕方を考え、それらをつくることができるようにする。 

題

材

の

評

価

規

準 

・栄養を考えた食事のとり方に関心をもち、日常よく使用される食品を用いた調理をしようとしている。                       

（家庭生活への関心・意欲・態度） 

・おいしいご飯の炊き方やみそ汁のつくり方を考えたり、自分なりに工夫したりしている。 

（生活を創意工夫する能力） 

・ご飯とみそ汁の調理ができる。                （生活の技能） 

・五大栄養素の種類と働きを理解し、栄養のバランスを考えた食事の大切さが分かる。 

（家庭生活についての知識・理解） 

学習課題 

家族が喜ぶ食事のために、自分ができることを増やそう！ 

そのためにはどんなことを考えればよいのだろうか。 

 

できるように 

なりたい！ 

こんな風に学

習すればでき

るようになる

かも！ 

ご飯とみそ汁は

こうやってつく

るのか！ 

もっと上手にで

きるといいな。 

ホ
ッ
プ
課
題 



 

＜評価の観点について＞ 

次期学習指導要領の全面実施に向けた移行期間であることから、現行の学習指導要領に則り「家庭生活へ

の関心・意欲・態度」「生活を創意工夫する能力」「生活の技能」「家庭生活についての知識・理解」とした。 

 

 【第９時】 
・想定された状況に応じてみそ汁を調理する計画を立てる。 
・調理計画について、友達と意見交流を行う。 

「ステップ課題」（計画） 
おいしいみそ汁の調理計画を立てよう 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

調理を工夫する視点：栄養のバランス、分量、だしのとり方、
材料の切り方、材料を入れる順番、味の
付け方、盛り付け方、火加減、時間配分、
食べる人の好み等 

・自分の考えの根拠を明
確にし、調理の仕方を
工夫している。 
（創・工） 

課題解決 
に向けた 
実践活動 

【第１０時】 
・想定された状況に応じて考えた調理計画を基に、一人でみそ
汁を調理する。 

・友達が調理する様子を観察したり、片付けを行ったりする。 
・自己評価や友達との相互評価を行う。 

「ステップ課題」（実践：一人調理）  
自分の力でおいしいみそ汁をつくろう 

・材料や調理の目的に応
じて適切に加熱操作
ができる。 
（技） 

実践活動 
の評価 
・改善 
・計画 

【第１１時】 
・「ホップ課題」や「ステップ課題」の学習を振り返る。 
・家族の一員として、家庭で実践する調理の計画を立てる。 
・調理計画について友達と意見交流を行う。 

「ジャンプ課題」（計画） 
家族が喜ぶ食事のための調理計画を立てよう 
 
調理を工夫する視点：栄養のバランス、分量、だしのとり方、

材料の切り方、材料を入れる順番、味
の付け方、盛り付け方、火加減、時間
配分、食べる人の好み等 

・自分の考えの根拠を明
確にし、調理の仕方を
工夫している。 
（創・工） 

課題解決 
に向けた 
実践 

【家庭】 
「ジャンプ課題」（実践：家庭で調理） 

家族が喜ぶ食事をつくろう   

 

実践活動 
の評価 
・改善 

【第１２時】 
・家庭で調理した実践について友達と報告し合う。 
・題材の学習を振り返り、家族とのよりよい食生活に向けて自分の考
えをまとめる。 

 

・家族とのよりよい食生
活に向けた新たな課
題に気付き、次の実践
への意欲を高めてい
る。 
（関・意・態） 

仕事で帰りが遅くなっても、家族はいつもおいしい食事を用意してくれま

す。仕事と家事をこなし、毎日とてもつかれているはずです。そんな家族の

ために、「何か自分にできることがあれば・・・」と考え、「今日は自分がみ

そ汁をつくるよ。」と家族に提案しました。家族は、ご飯とからあげをつく

ってくれます。みそ汁で使える材料は ᾢ ║

今日は習い事があるので、

帰宅後、１８時からつくり始める予定です。１８時２０分には家族全員がそ

ろいます。 

あなただったら、家族の一員としてどんなみそ汁をつくりますか。 

家族のことを考えて

一人でみそ汁がつく

れた！「ホップ課題」

の時より上達した

よ！うれしい！ 

調理は楽しいから、

またやりたいな。 

家族が喜んでくれて

よかった！ 

家族のためにできる

ことをもっとたくさ

んしたい！ 

ス
テ
ッ
プ
課
題 
ジ
ャ
ン
プ
課
題 



資料２ 第６学年 題材「くふうしよう おいしい食事」指導計画（全１２時間） 

目

標 

日常の食事に関心をもち、栄養を考えた１食分の献立の立て方や調理の特性を理解し、材料や目的に応じた

調理の仕方を考え、調理計画を立て、おかずや１食分の食事をつくることができるようにする。 

 

題

材

の

評

価

規

準 

 

・栄養を考えた食事のとり方に関心をもち、日常よく使用される食事を用いた調理をしようとしている。                       

（家庭生活への関心・意欲・態度） 

・栄養バランスのよい１食分の献立について考えたり、自分なりに工夫したりしている。 

（生活を創意工夫する能力） 

・身近な食品を用いて調理計画を立て、おかずや一食分の食事をつくることができる。 

（生活の技能） 

・栄養のバランスを考えた1食分の献立の立て方や日常の食事の大切さついて理解している。 

（家庭生活についての知識・理解） 

学習過程 学習活動 評価項目 
生活の 
課題発見 

【第１時】 
・日常の食事を見直し、事前にインタビューしておいた家族の思い
を基に、家族との日常の食事における自分の思い（できるように
なりたいこと）とその理由を考える。 

・全員で学習課題を設定する。 
 
 

・日常の食事から課題を
設定し、食生活を工夫
することへの関心を
高めている。 
（関・意・態） 

解決方法の
検討と学習
計画 

【第２時】 
・調理の仕方を工夫することのよさを理解する。 
・「ホップ課題」「ステップ課題」「ジャンプ課題」を位置付けた学習
計画を知り、学習の見通しをもつ。 

・調理の学習への意欲を
高めている。 
（関・意・態） 

 

実践活動の
計画 

【第３時】 
・１食分の献立の考え方を理解する。 
・自分で１食分の献立を考え、使う食品を主な栄養素と３つの食品
グループに分類する。 

・1食分の献立について意見交流を行う。                     

 
・栄養バランスのよい献
立の考え方を理解し
ている。 
（知・理） 

【第４時】 
・じゃがいもの種類と特徴を知る。 
・粉ふきいもとジャーマンポテトの調理の仕方の根拠を考え、
話し合う。 

・粉ふきいもとジャーマンポテトを同時に調理する計画を立て
る。 

「ホップ課題」（計画） 
じゃがいもを使った調理の計画を立てよう 

・粉ふきいもとジャーマ
ンポテトの調理計画
及び調理の仕方につ
いて理解している。 
（知・理） 

課題解決に
向けた実践
活動 

【第５・６時】 
・粉ふきいもとジャーマンポテトを同時に調理する。 

「ホップ課題」（実践：グループで調理） 
粉ふきいもとジャーマンポテトを同時につくろう 

・材料に適したゆで方や
いため方について理
解している。 
（知・理） 

 

実践活動の
評価 
・改善 
・計画 

【第７時】 
・調理を工夫する視点について理解する。 
・設定された家族の一員として、ジャーマンポテトの調理の仕方を
考える。 
調理を工夫する視点：栄養のバランス、分量、ゆで方、いため方、

材料の切り方、材料を入れる順番、味の付
け方、盛り付け方、火加減、時間配分、食
べる人の好み等 

 
 
・食べる人の健康を考え
た調理の仕方を理解
している。 
（知・理）  

学習課題 

家族の一員として食事を考え、自分で工夫できることを増やそう！ 

そのためにはどんなことを考えればよいのだろうか。 

 

工夫できるよう

になりたい！ 

こんな風に学習すれば、工夫できるようになるかも！ 

粉ふきいもとジャーマンポテトはこうやって

つくるのか！もっと上手にできるといいな。 

ホ
ッ
プ
課
題 



 
＜評価の観点について＞ 
次期学習指導要領の全面実施に向けた移行期間であることから、現行の学習指導要領に則り「家庭生活へ

の関心・意欲・態度」「生活を創意工夫する能力」「生活の技能」「家庭生活についての知識・理解」とした。 

【第８時】 
・想定された状況に応じておかずを調理する計画を立てる。 
・調理計画について、友達と意見交流を行う。 

「ステップ課題」（計画） 
おいしいおかずの調理計画を立てよう 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

調理を工夫する視点：栄養のバランス、分量、ゆで方、いた
め方、材料の切り方、材料を入れる順
番、味の付け方、盛り付け方、火加減、
時間配分、食べる人の好み等 

・自分の考えの根拠を明
確にし、調理の仕方を
工夫している。 
（創・工） 

課題解決に
向けた実践
活動 

【第９・１０時】 
・想定された状況に応じて考えた調理計画を基に、一人でお 
かずを調理する。 

・友達が調理する様子を観察したり、片付けを行ったりする。 
・自己評価や友達との相互評価を行う。 

「ステップ課題」（実践：一人調理）  
自分の力でおいしいおかずをつくろう 

・材料や調理の目的に応
じて適切に加熱操作
ができる。 
（技） 

実践活動の
評価 
・改善 
・計画 

【第１１時】 
・「ホップ課題」や「ステップ課題」の学習を振り返る。 
・家族の一員として、家庭で実践する調理の計画を立てる。 
・調理計画について友達と意見交流を行う。 

「ジャンプ課題」（計画） 
家族の一員として家族が喜ぶ食事のための 

調理計画を立てよう 
 

調理を工夫する視点：栄養のバランス、分量、ゆで方、いた
め方、材料の切り方、材料を入れる順
番、味の付け方、盛り付け方、火加減、
時間配分、食べる人の好み等 

・自分の考えの根拠を明
確にし、調理の仕方を
工夫している。 
（創・工） 

課題解決に
向けた実践 

【家庭】 
「ジャンプ課題」（実践：家庭で調理） 

家族が喜ぶ食事をつくろう   

 

実践活動の
評価 
・改善 

【第１２時】 
・家庭で調理した実践について友達と報告し合う。 
・題材の学習を振り返り、家族とのよりよい食生活に向けて自分の
考えをまとめる。 

 

・家族とのよりよい食生
活に向けた新たな課
題に気付き、次の課題
への意欲を高めてい
る。 
（関・意・態） 

仕事で帰りが遅くなっても、家族はいつもおいしい食事を用意してくれ

ます。仕事と家事をこなし、毎日とてもつかれているはずです。そんな家

族のために、「何か自分にできることがあれば・・・」と考え、「今日は自

分がおかずをつくるよ。」と家族に提案しました。家族は、ご飯と大根とわ

かめのみそ汁をつくってくれます。おかずで使える材料は、じゃがいも・

卵・ベーコン・小松菜・たまねぎ・にんじん・キャベツ です。調味

料は、油・塩・こしょう・しょうゆ・すがあります。今日は習い事があ

るので、帰宅後、１８時からつくり始める予定です。１８時３０分には家

族全員がそろいます。 

あなただったら、家族の一員としてどんなおかずをつくりますか。 

家族のことを考えて

一人でおかずがつく

れた！「ホップ課題」

の時より上達した

よ！うれしい！ 

調理は楽しいから、

またやりたいな。 

家族が喜んでくれて

よかった！ 

家族の一員として自

分で工夫できること

をもっととたくさん

したい！ 

ス
テ
ッ
プ
課
題 

ジ
ャ
ン
プ
課
題 



資料３ 第５学年の「ポートフォリオ」として活用したワークシート（表紙～第７時） 

 

【表紙】 【学習前】 【第１時】 

【第２時】 【第３時】 【第４時-①】 

【第４時-②】 【第５・６時】 【第７時】 



（第８時～実践記録カード） 

 

【第８時】 【第９時-①】 

【第１０時】 

【第９時-②】 

【第１１時-①】 【第１１時-②】 

【家庭】 【第１２時】 【実践記録カード】 


